
ぃー668 

 

  

 

            

  

  

 

 

 

                      

   

 

 
 
 
 
                        

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

令和！天皇即位の儀式やパレ 
ード等が厳かにまた華やかに開 
かれ、日本国は新しい時代への 
スタートを迎えてます。 

目黒一団もまた新しい時代へ 
と一歩踏み込んでいます。 

ボーイスカウトは全国的にス 
カウト、リーダーの減少により 
廃団や小人数での活動のよりス

カウト活動の持つ本来の魅力をスカウトと指導
者が共有できない状況に陥っております。 

そんな中、1 団は統合や廃団、移籍という選択
を選ばず、しっかりと自立した組織（団）を持
ち、危機感を持ちながらもビジョンを共有でき
る団と舟に乗り込んで漕ぐ(活動)ことに致しま
した。 

詳しくは 12 月年末ガーデンパーティーの時に
お話をさせていただきます。 

1 団の提案に賛同してくれている団は、今のと
ころ目黒 7 団他２個団、将来は地域や地区も拘
らない大きな塊になっり大船になるかもしれま
せん！  
 
野外ガーデン パーティーですがポップコーン
作りや焼き芋も・・ 
皆さん楽しみにご参加下さい。12 月 15 日（日）
ゆうゆう広場・時間は 15 時頃～ 

 
 

 １０月 27 日（日）菅刈小学校を会場に山手地区ラリー

2019 が開催されました。 

1 団は中目黒駅に集まり、徒歩で菅刈に移動しました。

当日は不参加の団もあり思いのほか少人数でした。 

開会式に引き続き午前のプログラム。各隊・各団を混成

にしてグループを作り、その対抗形式でゲームをおこない

ました。 

他の団の様々な学年のスカウトたちと協力してプログラ

ムに取り組めていたようです。 

中目黒から徒歩移動     団の場所を確保 

         開 会 式 

巌谷地区協議会長 スカウトサイン  区長もちょこっ

のご挨拶      藤倉スカウト   ときました 

聖火リレーに見立てたレース 

聖火を持つＢＶを電車ごっこやおんぶでリレー 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後からは会場を体育館に移して、今年の夏にアメリカで開催された第 24 回世界ス

カウトジャンボリー(24WSJ)の報告会が行われました。 

派遣隊としてこの大会に参加したスカウトが大会の概要や得られた経験について発

表をしてくれました。報告を聞いていたカブ年代のスカウトにとってはイメージのしづ

らい内容でピンとこない様子でしたが、参加したスカウトからの「ぜひ世界ジャンボリ

ーに参加してほしい」というメッセージは伝わったのではないかと思います。 

また、今大会に IST(国際サービスチーム)として参加したカブ隊成澤副長補も簡単に

報告を行いました。 

世界スカウトジャンボリー報告会 

成澤副長補の報告 

ＢＶは団が違

ってもすぐに

仲良し！ 

でも・・すぐ

に飽きてしま

います(笑) 

裏・表 2 チームでひっくり返し競争 結構疲れる 

こちらも各隊混合のリレーゲーム、最後にＢＶがふうせんを 

割りますが・・これがなかなか一苦労 

午前の部が終

わりお弁当タ

イム！ 

 

ＢＶはここで

失 礼 し ま し

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.704 （SINCE1959） 

大型構築物作成に取り組んで・・・ 
 

今回、富士章取得のための技能章、パイオニアリングの項目である、大型構築物に取り組みました。今回の課題

は、長さ 3 メートル以上の橋脚を作成することでした。 

祐遊広場で長さ 4 メートル、3 メートル、2 メートルの丸太と、頑丈に縛れる荒縄、工作には欠かせないシュロ縄を用

意して、ボーイ隊と一緒に作業に取り掛かりました。三脚や丸太を交差させるなど、用途によって結び方や縄の種類

を変え、安全・安定さを重視し、作成しました。初めは、固く結ぶことや用意する縄の長さ、結び方に戸惑いはあった

ものの、着々と完成に向けて進んでいきました。 

完成した時には、達成感と不安でいっぱいでした。十分に配慮したとは言え、人が乗るのは緊張します。ゆっくりと

慎重に乗ると、スカウトはもちろん、リーダー数名も一度に乗ることができました。私は、今回の大型構築物作成にあ

たり、起こりうる危険性を考え対応することの大切さを学びました。隊長からの助言もあり、安全性を一番に考え、集

会を計画しました。しかし、集会中にはさらに多くのリスクが考えられました。 

私はこの 9 月からカブ隊にて副長補として活動させていただいてます。その上で、あらゆるリスクを想定して計画・

実施することが求められます。今回の経験を通して、常に先のこと考えて行動する、起こりうる問題を想定すること

の大切さを改めて感じることができました。また、少し苦手意識のあった工作にもチャレンジし、スキルを高めること

ができました。これからの活動に活かし、またスカウトと新たな大型構築物を作れるのを楽しみにしています！                       

(ＶＳ隊・成澤スカウト) 

11 月 9 日（土）  

成澤スカウトの富

士章挑戦の団面

接が行われまし

た ！   団 委 員

長、副団委員長

の質問にも しっ

かりと回答して、

いよいよ地区、東

京連盟の面接を

受けることになり

ました、健闘を祈

ります。 

10 月 20 日（日） 富士章挑戦中のベンチャー

隊成澤スカウトが技能章取得を目指し、ボーイ

隊の有志と大型構築物の作成をおこないまし

た。 

幅 30cm以上、長さ 3m以上の軽架橋という課

目に挑戦しました。 

 

 

     7 団と合同集会 
 

10 月 6 日、13 日に予定されて

いた 7 団との合同集会（林試）

の事前準備の集会を 7 団と合同

で行いました。1 団と 7 団のス

カウトが意見を出し合って当日

の担当や段取りを決めていきま

した。 

なお、合同集会は残念ながら

台風のため中止となりました・ 


